
仙台城 仙台市青葉区川内 1 

仙台城本丸は、初代仙台藩主伊達政宗によって造営され、東側が広瀬川に臨む断崖で西側を

「御裏林（おうらばやし）」と呼ばれる山林、南側を竜ノ口渓谷（たつのくちけいこく）が

囲むという自然の地形を巧みに利用した「山城」で、関ヶ原の戦い後も、徳川氏に敵対して

いた上杉氏との合戦に備え砦（山城）が必要となり築城されたと考えられています。 

仙台藩 3 代藩主の伊達綱宗 の遊興放蕩三昧に端を発した「伊達騒動」は、「黒田騒動」「加

賀騒動 」と江戸三大お家騒動を起こしている。また、約 500 トン級で最初の日本製西洋型

軍船ガレオン船「サン・フアン・バウティスタ号」を仙台藩・陸奥国桃生郡水浜(三陸海岸

の雄勝湾)にて約 45 日掛けて建造するなど、世界に目を向けた画期的な藩政を行っている。 

(パンフ、旅コト塾 300 藩②) 

   

仙台城の石柱         本丸から市内方面      説明版 

   

巽櫓跡                 仙台城下の俯瞰図 

   

政宗像も震災から立ち直った     本丸跡地        登翔口にある石垣 


